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社会福祉法人十字会

 ふれあいタウン十字園 
 在宅複合型施設　ライラック久世 
 十字園　美川在宅介護サービスセンター 
 十字園　あさひ在宅介護サービスセンター 
 十字園　天津在宅介護サービスセンター 

❀天津 ふわり花　☆キラリ華❀

またひとつおおきくなりました！

藤の花が満開

今年もきれいな桜が咲きました

十字園天津デイサービスセンター

十字園あさひデイサービスセンター

ライラック久世デイサービスセンター

特別養護老人ホーム十字園
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十
字
園
周
辺
の
桜
も
満
開
と
な
っ
た
４
月
８

日
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
お
花
見
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

昼
食
の
お
花
見
弁
当
や
午
後
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
演
芸
鑑
賞
で
楽
し
み
ま
し

た
。

　

今
年
は
春
が
駆
け

足
で
や
っ
て
き
ま
し

た
。
毎
日
窓
か
ら
花

の
咲
き
具
合
を
見
て

開
花
予
報
の
ク
イ
ズ

を
し
て
待
ち
望
ん
で

い
ま
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り
お
花
見

は
弁
当
が
一
番
。
巻
き

寿
司
に
あ
げ
寿
司
、

卵
焼
き
も
美
味
し

い
」
と
献
立
も
で
き

ま
し
た
。

　

四
月
一
日
に
は
桜

も
見
ご
ろ
に
な
っ
て
、
皆
さ
ん
待
っ
て
い
た
手
作

り
弁
当
で
お
花
見
を
し
ま
し
た
。

　

桜
餅
も
手
作
り
し
、
桜
の
季
節
を
満
喫
し
ま

し
た
。

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン

十
字
園

　

端
切
れ
布
を
使
っ
て
、
藤
の
花
を
作
り
ま
し

た
。
幹
も
切
っ
た
布
を
貼
っ
て
い
ま
す
。
折
り

紙
を
細
か
く
切
る
人
。
切
っ
た
紙
を
貼
っ
て
テ

ー
プ
に
す
る
人
。
布
を
切
る
人
。
藤
の
花
を
布

で
作
る
人
。
と
皆
さ
ん
得
意
な
事
を
手
分
け
し

て
作
業
し
、
壁
に
見
事
な
藤
の
花
が
咲
き
ま
し

た
。

　

今
年
の
春
も
十
字
園
に
綺
麗
な
桜
が
咲
き
ま

し
た
。
今
年
の
春
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
天
気

の
良
い
日
に
外
に
花
見
に
も
行
き
ま
し
た
。
花

を
手
に
取
り
「
き
れ
い
じ
ゃ
な
ぁ
」
と
言
わ
れ
、

笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

春
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
せ

ま
し
た
。

　

四
月
中
旬
、
お
や
つ
作
り
を
企
画
し
、
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
い
ち
ご
大
福
を
作
り
ま
し
た
。

　

4
月
12
日
か
ら
14

日
の
3
日
間
ふ
れ
あ

い
館
に
て
お
花
見
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
地
域
の
人

も
多
数
参
加
さ
れ
、

か
わ
い
い
子
供
達
の

踊
り
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。
歌
や
手
品
、
銭
太
鼓
も
披
露
さ
れ
、

職
員
や
利
用
者
の
方
も
一
緒
に
参
加
し
笑
顔
あ

ふ
れ
る
お
花
見
会
が
で
き
ま
し
た
。

　

手
作
り
の
カ
ー
ド
を
日

頃
の
感
謝
を
込
め
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。廊

下
に
飾
っ
た
、花
束
や
ネ

ク
タ
イ
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
絵
の
前
で
写
真
を
一

枚
。
笑
顔
と
元
気
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

お
花
見
会

　
十
字
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

母
の
日
・
父
の
日
に

　
十
字
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
十
字
園

お
花
見
会

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
十
字
園

お
花
見

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
十
字
園

お
や
つ
作
り

　
十
字
園
む
つ
み
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

藤
の
壁
面
作
り

　
十
字
園
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

今
年
も
お
花
見
が

で
き
ま
し
た

　
十
字
園
第
二
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

春
の
あ
れ
こ
れ

おいしく
なぁれ！

いただきます♪

み
ん
な
で
じ
ゃ
が
い
も
を
植
え
ま
し
た

今
年
も
園
庭
に
は
桜
が

満
開
に
咲
き
ま
し
た

演
芸
鑑
賞
を
し
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
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在
宅
複
合
施
設

ラ
イ
ラ
ッ
ク
久
世

十
字
園
美
川

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

十
字
園
あ
さ
ひ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

十
字
園
天
津

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

あ
さ
ひ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
お
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
利
用
者
様
に
手
づ
く
り
の
金
メ
ダ

ル
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
メ
ダ
ル
は
利
用
者

様
に
牛
乳
パ
ッ
ク
で
基
本
の
形
を
作
っ
て
も
ら

い
、
色
紙
を
貼
っ
て
飾
り
付
け
。
仕
上
げ
は
職

員
が
行
っ
て
完
成
で
す
。

　

メ
ダ
ル
授
与
の
際
に
は
、
み
な
さ
ん
と
て
も

い
い
笑
顔
で
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
苦
労
を
乗
り
越
え
て
こ
こ
ま
で
こ
ら

れ
た
み
な
さ
ん
に
、『
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
』

と
願
い
を
込
め
た
金
メ
ダ
ル
。
そ
れ
ぞ
れ
の
胸

で
輝
い
て
い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
お
花
見
を
し
ま
し
た
。
青

空
と
満
開
の
桜
の
下
で
お
弁
当
を
広
げ
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

５
月
に
入
り
、新
聞
紙
で
兜
を
折
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
「
昔
は
こ
ん
な
の
を
よ
く
折
り
ょ
う
た

な
。」
と
話
し
な
が
ら
折
っ
て
い
ま
し
た
。
出
来

上
が
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
バ
ッ
ク
に
折
り
た
て
の

兜
を
か
ぶ
り
、
記
念
撮
影
も
行
い
ま
し
た
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
手
形
を
押
し
て
頂
き
ま
し
た
。

お
花
見

　

５
月
も
近
づ
き
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
鯉
の
ぼ

り
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
十
字
園
美
川
で

も
鯉
の
ぼ
り
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
春
の
運
動
会
を
し

ま
し
た
。赤
組
と
青
組
に
分
か
れ
て
円
に
な
り
、

競
技
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
ボ
ー
ル
送
り
、
次

に
輪
投
げ
で
一
点
ず
つ
入
り
、
最
後
の
玉
入
れ

で
勝
敗
が
決
ま
る
は
ず
が
、
な
ん
と
カ
ゴ
に
入

っ
た
玉
数
が
同
じ
で
引
き
分
け
に
。
も
う
一
度

玉
入
れ
を
し
、
み
ご
と
に
青
組
が
勝
っ
て
と
て

も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

春
の
運
動
会

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
様
と
の
会
話
の
中

で
、
甘
酒
が
作
れ
る
事
を
知
り
、
教
わ
り
な
が

ら
、
甘
酒
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
「
お
い
し
い
の
が
、
で
き
た
な
～
」

と
飲
み
ま
し
た
。

甘
酒
作
り

ハイ！チーズ！！

３月　宮原銭傘グループ様
　　　安来節民謡同好会様

２月
シルバーセーフティーサポーター様
JAまにわ大地の恵様

職員も歌いま
した！踊りまし
た！園内歓声と
笑い声でいっ
ぱいになりま
した。

お花見会
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平成29年度 決算書 平成29年度  事業報告

平成30年度  事業計画

収 支 計 算 書

予算額 決算額 差異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収入

介護保険事業収入 887,035,000 886,075,072 959,928
老人福祉事業収入 101,402,000 101,230,308 171,692
経常経費寄付金収入 658,000 666,367 ▲ 8,367
受取利息配当金収入 78,000 59,130 18,870
その他収入 1,881,000 1,890,078 ▲ 9,078

収入計 991,054,000 989,920,955 1,133,045

支出

人件費支出 790,836,000 790,341,413 494,587
事業費支出 133,431,000 133,147,454 283,546
事務費支出 47,899,000 47,893,843 5,157
支払利息支出 303,000 302,940 60
その他の支出 1,051,000 1,047,900 3,100

支出計 973,520,000 972,733,550 786,450
事業活動収支差額 17,534,000 17,187,405 346,595

施
設
整
備
等
収
支

収入 施設整備等補助金収入 773,000 772,662 338

支出

設備資金借入金元金償還支出 13,770,000 13,770,000 0
固定資産取得支出 21,067,000 20,836,792 230,208
ファイナンス・リース債務の返済支出 4,946,000 4,944,060 1,940

支出計 39,783,000 39,550,852 232,148
施設整備等資金収支差額 ▲ 39,010,000 ▲ 38,778,190 ▲ 231,810

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収入

積立資産取崩収入 19,614,000 19,630,770 ▲ 16,770
拠点区分間繰入金収入 46,237,000 0 46,237,000
サービス区分間繰入金収入 38,840,000 0 38,840,000
その他の活動による収入 2,454,000 2,561,479 ▲ 107,479

収入計 107,145,000 22,192,249 84,952,751

支出

積立資産支出 13,362,000 13,315,799 46,201
拠点区分間繰入金支出 46,237,000 0 46,237,000
サービス区分間繰入金支出 38,840,000 0 38,840,000
その他の活動による支出 4,280,000 4,586,192 ▲ 306,192
支出計 102,719,000 17,901,991 84,817,009

その他の活動資金収支差額 4,426,000 4,290,258 135,742
予備費 0 0

当期資金収支差額 ▲ 17,050,000 ▲ 17,300,527 250,527
前期末支払資金残高 282,268,672 282,268,672 0
当期末支払資金残高 265,218,672 264,968,145 250,527

勘定科目 当年度 前年度 増減
資　　産　　の　　部

流動資産 301,786,104 305,019,818 △ 3,233,714
固定資産 1,462,217,872 1,529,416,064 △ 67,198,192
　基本財産 1,093,485,098 1,148,358,576 △ 54,873,478
　その他の固定資産 368,732,774 381,057,488 △ 12,324,714
資産の部合計 1,764,003,976 1,834,435,882 △ 70,431,906

負　　債　　の　　部
流動負債 82,749,379 71,047,206 11,702,173
固定負債 114,070,650 133,767,041 △ 19,696,391
負債の部合計 196,820,029 204,814,247 △ 7,994,218

純　資　産　の　部
基本金 1,893,390,817 1,893,390,817 0
国庫補助金等特別積立金 349,841,469 367,959,257 △ 18,117,788
その他の積立金 166,500,000 171,500,000 △ 5,000,000
次期繰越活動収支差額 △ 842,548,339 △ 803,228,439 △ 39,319,900
純資産の部合計 1,629,621,635 1,725,249,418 △ 95,627,783
負債及び純資産の部合計 1,826,441,664 1,930,063,665 △ 103,622,001

（自）平成 29年　4月　1日　　（至）平成 30年　3月 31日 単位：円

貸 借 対 照 表
平成30年3月31日現在 単位：円

社会福祉法人 十字会

　平成29年度は、福祉人材確保、介護保険制度の見
直し等に対応できるように十字会経営方針のもと各
会議・委員会を活用し、事業の安定的・継続的経営に
取り組みました。

◎本部機能と施設（事業所）間の連携
　◦�５つの拠点の施設・事業所の専門性を活かしながら、
経営面での連携を図り効率的に業務が運営できるよ
うに、本部での会議を毎月定期的に行いました。

◎安全・安心な事業運営
　◦�今年は感染症（インフルエンザ等）の流行時期が長
引いた為、ご家族の面会をお断りして迷惑をお掛けし
ましたが、施設内での罹患者を防ぐことができました。

　◦�来年度は介護保険制度の改正に伴って「身体拘束等
の適正化のための指針」の再検討を実施し、施設内
で処遇について体制整備を進めて行きます。

◎職員の人材育成及び活力のある職場づくり
　◦�職員教育・研修委員会による施設内研修を年7回開
催することができ、各事業所から職員が参加し福祉事
業に携わる職員としての資質の向上を目指しました。

　◦�今年から資格取得の支援として、「介護福祉士実務
者研修」を施設内で受講できるシステムを取り入れ
十字会職員の「介護福祉士」合格率を90％近くに上
げることができました。

　◦�勤怠業務支援システムの導入により、職員の残業の
軽減、適切な人員配置、充実した介護業務を達成さ
せるよう管理しました。また、各通所事業所が自立し
た事業体として、営業日、人員配置を見直し人材不
足の解消と人件費の削減に努めました。

◎透明な事業運営
　◦�地域密着型のサービス事業所では、運営推進会議を
年6回開催し民生委員や家族、市職員の参加で施設
の運営方針を評価して頂いています。また、定期的に
外部評価を受けてより良いサービスの提供に繋げて
います。

　◦�他の入所施設に於いても、来年度中には実施できる
ように第三者評価機関を検討しています。

　◦�各施設の事業所では、催事等に積極的に家族に参加
して頂き日頃の利用者様の生活状況を見ていただき
ました。

◎地域との共生
　◦�今年度も地域交流スペースのふれあい館で、地域の
高齢者を招待して「さくらまつり」を実施し、26名の
参加があり皆さんに楽しんで頂きました。

　◦�落合まちかど展覧会等の地域の行事に参加し、地域
住民が訪問する機会を作りました。

１．経営方針�
（１）��十字会職員は、人間としての尊厳と社会連帯の思想を基本理念とし、公平・公正な法人運営に努める。

（２）��十字会職員は、常に健全かつ活力ある経営に努めるとともに、民間社会福祉事業としての先駆性・独自性を発

揮し、地域住民の期待に応える。�

（３）��十字会職員は、広く法人・施設（事業所）の機能を挙げて、地域福祉の充実・発展に寄与する。�

（４）��十字会職員は、資質の向上を図るとともに、業務改善に努める。

（５）��十字会職員は、相互の親睦・交流を深めるとともに、切磋琢磨を怠らず、進んで研修・研究に努める。

２．経営目標�
(1)  本部機能と施設間の連携
　　�社会福祉法人十字会として、本部と施設それぞれの機能の分担と集約、共通課題への連携と高度化等を進め、

施設・事業所の専門性、効率性、並びに組織性を高めるよう努力する。

(2)  安全・安心な施設経営
　　①�防災時の避難訓練の計画、実施を通じて各職員の防災意識を高める。

　　②�十字会の事故報告を集約し、データーによる危険予知を行うことでリスクの最小化に努める。

　　③�施設における身体拘束・高齢者虐待の現状を把握し、十字会職員として取り組む。

(3)  職員の人材育成及び活力のある職場づくり
　　①�十字会職員としての専門的知識や技術の修得・実践を目的に職員研修を定期的に計画する。

　　②�十字会職員の能力や実績を反映する成果評価制度の導入に向けて取り組んで行く。

　　③�十字会職員の働きやすい労働環境づくりに努めると共に、職員全体の交流を図る場を計画する。

(4)  透明な事業経営
　　①�外部機関による事業評価を受け、より質の高いサービスの提供を目指す。

　　②�個人情報を適切に取り扱った上で、情報の積極的な発信・開示を行う。

　　③�サービスに対する意見や苦情内容の検討及び分析を行い、第三者委員会に報告する。

(5)  地域との共生
　　①�施設や設備を開放し、地域とのふれあいを大切にして地域公益活動に取り組む。

　　②�地域ニーズを的確に捉え地域福祉サービスの拠点として、地域住民との協力・協働に努める。
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サービスに関する
お問い合わせは
こちらまで

　
平
成
30
年
４
月
12
日
に
十
字
園
ふ
れ
あ

い
館
に
て
、
近
隣
地
域
の
方
々
に
も
参
加
い

た
だ
き
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
は
開
花
が
早
く
、
開
催
時
に
は
、

満
開
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
し
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
会
場
で
は
、
会

食
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
よ
る
演
芸
鑑
賞
な
ど
、近
隣

地
域
の
方
々
と
十
字
園
利
用

者
様
と
の
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。久
し
ぶ
り
に
顔

を
合
わ
せ
た
方
も
い
ら
し
た

よ
う
で
、み
な
さ
ん
笑
顔
満
開
で

話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
今
年
で
３
回

目
の
開
催
と
な

り
、皆
様
の
交
流

の
場
と
し
て
毎

年
の
恒
例
行
事

に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
タ

ウ
ン
十
字
園
内

の
「
十
字
園
ふ
れ
あ
い
館
」
は
一
般
開
放
し

て
お
り
ま
す
。
地
域
の
行
事
や
活
動
な
ど
に

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
電
話
0
8
6
7
－
5
5
－
2
9
2
1
）

職
員
だ
よ
り

　
4
月
6
・
10
・
14
日

の
3
日
間
、
労
働
安
全

衛
生
委
員
会
が
ふ
れ
あ

い
タ
ウ
ン
十
字
園
周
辺

の
通
勤
路
に
て
、
交
通

立
哨
を
行
い
ま
し
た
。

職
員
の
交
通
安
全
へ
の

意
識
向
上
を
図
る
た
め

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
交
通
立
哨
も
今
年

で
4
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
他
の
職
員
の
運
転

を
見
る
事
で
自
分
の
運
転
マ
ナ
ー
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
、
今
後
も
続
け
た
い
と

の
声
も
き
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
字
会
法
人
全
体
で
も
「
無
事
故
・

無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
0
日
」
に
参
加
を
し
、

交
通
安
全
に
勤
め
て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
、

参
加
全
チ
ー
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
達
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

春
の
交
通
安
全
運
動

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
十
字
園

さ
く
ら
ま
つ
り

楽しい時間をありがとうございました！！
ふれあいタウン十字園（特養･デイ･ケアハウス･グループホーム）

安来節民謡同好会  真庭支部様（民謡、演奏、踊り）   4月8日
花柳流十の会様（踊り）   4月12日
昔べっぴん一座様（歌、手品）   4月13日
別所桜の会・若葉会様（銭太鼓、踊り）   4月14日
鏡野ソーラン様（踊り、歌）   4月16日

ライラック久世（特養･デイ･ケアハウス）
江与味祇園会、垪和さくら会様（傘踊り、銭太鼓）   4月12日

十字園美川デイサービスセンター
別所桜の会・若葉会様（銭太鼓・踊り）   4月10日
安来節民謡同好会  真庭支部様（民謡、演奏、踊り）   4月11日

十字園あさひデイサービスセンター
ひまわりばぁば様（踊り）   3月22日
江与味祇園会、垪和さくら会様（傘踊り、銭太鼓）   4月10日
モラレレ会様（ウクレレ）   4月11日
お達者クラブ様（歌）   4月13日
人形劇てくてく様（人形劇）   5月8日
はなみずき会様（踊り）   5月16日

十字園天津デイサービスセンター
JAまにわ大地の恵様（ソーラン節）   2月12日
シルバーセーフティーサポーター様
　　　　　　　　（高齢者の交通安全教室、手品）   2月23日
富原銭傘グループ様（銭太鼓、傘踊り）   3月14日
安来節民謡同好会 真庭支部様（民謡、演奏、踊り）   3月17日
天津小学校1年生より向日葵の種寄贈   3月28日

　
十
字
会
で
は
年
に
二

回
、
春
と
秋
に
防
災
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

十
字
園
で
は
今
回
、
災

害
が
夜
間
に
発
生
し
た

と
想
定
し
、
職
員
の
緊

急
連
絡
網
の
確
認
、
そ

の
後
の
利
用
者
様
の
移

乗
移
行
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
職
員
一
同
、
防
災
意
識
を
常
に
持
ち
、

突
然
起
こ
る
災
害
時
に
速
や
か
に
対
応
出
来
る

よ
う
に
訓
練
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

防
災
訓
練

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
（
受
付
順
）

1
月
8
日

　
長
田 

充
様
（
津
山
市
）

3
月
23
日
　
車
椅
子
3
台

　
酒
井 

繁
様
（
落
合
垂
水
）

　
ご
寄
附
、ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


